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地域で働く人たちにオンラインでインタビュー地域で働く人たちにオンラインでインタビュー
　　　　　　　　　　　　　　　～チャレンジウィーク～　　　　　　　　　　　　　　　～チャレンジウィーク～



新型コロナウイルス感染症の状況により、内容が変更になる場合があります。
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健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　
青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行
防

止
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
13
日
㈬
午
後
６
時
開
演

会
場
　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

講
師
　
親
野
智ち

か

ら
可
等
さ
ん（
教
育

評
論
家
）

演
題
　
家
庭
・
学
校
・
地
域
で
子

ど
も
を
伸
ば
す
に
は
？

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可

定
員
　
１
２
０
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
少
年
の
主
張
市
大
会
最

優
秀
者
３
人
の
発
表
も
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
10
月

８
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）へ

募
集

ぐ
ん
ま
と
き
め
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
展
示
作
品

　
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

で
は
、
日
本
画
や
書
、
俳
句
な
ど

の
美
術
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
創
作
活
動
や
作
品
発
表

の
場
と
し
て
利
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。美

術
展

期
間
　
令
和
４
年
３
月
12
日
㈯
〜

15
日
㈫

募
集
部
門
　
日
本
画
・
書
・
写
真

な
ど

対
象
　
県
内
在
住
の
昭
和
38
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
の
人

応
募
期
限
　
12
月
28
日
㈫
必
着

俳
句
大
会

日
時
　
令
和
４
年
３
月
13
日
㈰

募
集
条
件
　
▽
お
題
は
自
由
▽
未

発
表
作
品
１
人
２
作
品
以
内

対
象
　
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
大
会
当
日
に
次
の
年
齢
に
該

当
す
る
人
▽
一
般
の
部
＝
18
〜
59

歳
の
人
▽
シ
ニ
ア
の
部
＝
60
歳
以

上
の
人

応
募
期
限
　
11
月
30
日
㈫
必
着

共
通
事
項

会
場
　
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル

参
加
料
　
無
料（
作
品
の
搬
入
・

搬
出
・
梱こ

ん
ぽ
う包

な
ど
に
要
す
る
費
用

は
出
品
者
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
群
馬

県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団（
☎
０

２
７
・
２
５
５
・
６
５
１
１
）・

介
護
高
齢
課（
☎
㊵
２
８
０
９
）へ

藤
岡
総
合
病
院
職
員

採
用
予
定
日
　
令
和
４
年
４
月
１
日

職
種
　
作
業
療
法
士

定
員
　
１
人

選
考
日
　
10
月
16
日
㈯

資
格
　
資
格
免
許
を
持
つ
人
か
４

年
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試
験
で
資

格
取
得
見
込
み
の
人
で
、
地
方
公

務
員
法
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な

い
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

提
出
書
類
　
採
用
試
験
申
込
書
・

調
査
票
・
資
格
免
許
証
の
写
し

　
※
４
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

は
卒
業
見
込
み
証
明
書
と
成
績
証

明
書

そ
の
他
　
提
出
書
類
の
様
式
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月

30
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
提
出
書
類

を
同
封
し
て
〒
375
‐
８
５
０
３
藤

岡
市
中
栗
須
８
１
３
‐
１
藤
岡
総

合
病
院
総
務
課（
☎
㉒
３
３
１
１
）へ
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問い合わせ　市コロナワクチン相談コールセンター（☎027・212・0266）
健康づくり課（☎�1211（代表））

新型コロナウイルス新型コロナウイルス関連情報関連情報

ストップ！「コロナハラスメント」ストップ！「コロナハラスメント」
　「コロナハラスメント」とは、新型コロナウイルス感染症に対する恐怖心、誤解や偏　「コロナハラスメント」とは、新型コロナウイルス感染症に対する恐怖心、誤解や偏
見により誰かを排除したり、差別をする行為をいいます。見により誰かを排除したり、差別をする行為をいいます。
　新型コロナウイルスに感染し、入院療養などを経て、社会生活に戻る人がたくさん　新型コロナウイルスに感染し、入院療養などを経て、社会生活に戻る人がたくさん
いますが、その中には「周囲の目が気になる」「職場や学校に復帰しづらい」など、人知いますが、その中には「周囲の目が気になる」「職場や学校に復帰しづらい」など、人知
れず悩んでいる人もいます。れず悩んでいる人もいます。
　新型コロナウイルス感染症は誰にでも感染のリスクがあります。私たち一人一人が　新型コロナウイルス感染症は誰にでも感染のリスクがあります。私たち一人一人が
正しい知識を身に付け、感染した人やその関係者などを温かく受け入れる環境をつくっ正しい知識を身に付け、感染した人やその関係者などを温かく受け入れる環境をつくっ
ていきましょう。ていきましょう。

 新型コロナウイルス感染症の感染性について 
　新型コロナウイルスに感染した人が他の人に感染させてしまう可能性がある期間は、
発症の２日前から発症後７～10日間とされており、この期間のうち、発症の直前・直
後で特にウイルス排出量が高くなると考えられています。
　なお、発症から一定期間を過ぎると、感染力が極めて低い状態となることが分かっ
ており、現在の入院や療養期間はこれらの根拠を元に決められています。

２回目のワクチン接種予約が取れずにお困りの人へ２回目のワクチン接種予約が取れずにお困りの人へ
　２回目のワクチン接種の予約が取れない人に対し、専用の予約枠を設けます。
対　　象　市内在住で次の要件を満たす人
　　　　　▷ファイザー社製のワクチンを１回接種後３週間以上経過している
　　　　　▷１回目を接種したが体調不良などの理由で２回目の接種や予約ができなかった
　　　　　　または市外で１回目を接種し、２回目を接種する前に転入した
予約方法　９月22日㈬から市役所本庁舎感染症ワクチン接種相談窓口へ
　　　　　【窓口開設時間：月～金曜日（祝日は除く）午前９時～午後４時】
　　　　　※市から発行された接種（クーポン）券を持ってきてください
　　　　　※転入した人は１回目の接種日がわかる接種（クーポン）券も持ってきてください
予 約 枠　毎週木曜日午前10時、６人　※９月30日㈭の予約枠から開始
接種場所　鬼石病院（鬼石139-1）
そ の 他　�県央ワクチン接種センターで１回目の接種をして２回目をキャンセルした人は

県央ワクチン接種センターで予約を取り直してください

県民音楽のひろば　群馬交響楽団　シンフォニックコンサート
交響組曲ドラゴンクエストⅢ

　日　時　11月14日㈰午後２時開演
　�入場料　全席指定　一般3,000円、学生1,000円
　　　　　（未就学児入場不可）

ケロポンズ　ファミリーコンサート
　日　時　11月28日㈰午後２時開演
　�入場料　全席指定　一般2,000円、中学生以下1,000円

　　　　（未就学児入場不可）
　チケット発売　９月26日㈰午前９時～

秋川雅史　千の風になってコンサート
～聴いてよく分かるクラシック３～
　日　時　12月19日㈰午後２時開演
　�入場料　全席指定5,500円（未就学児入場不可）
　チケット発売　未定

問（☎㉒5511）
 ※入場料は前売り券の価格です

みかぼみらい館
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健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
�
８
２
１
３

ラ
イ
フ
ル
・
ス
ラ
ッ
グ

射
撃
大
会

日
時
　
10
月
24
日
㈰
午
前
８
時
30

分
競
技
開
始

会
場　
埼
玉
県
長
瀞
射
撃
場

種
目
　
▽
ラ
イ
フ
ル
の
部（
大
口

径
）▽
ス
ラ
ッ
グ
の
部（
口
径
を

問
わ
ず
）

競
技
方
法
　
合
計
30
発
撃
ち
▽
静

的
50
ｍ（
立
射
10
発
・
膝
射
10
発
）

▽
動
的
50
ｍ（
立
射
５
発
・
自
由

姿
勢
５
発
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
で
一
般

猟
銃
を
所
有
し
て
い
る
人

参
加
料
　
５
０
０
０
円 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
10
月

８
日
㈮
ま
で
に
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

射
撃
部
小
林
さ
ん（
☎
㊷
２
５
１

２
）・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

健
康
福
祉

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年

金
生
活
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。
令
和
３
年
度

も
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
支
給
対
象
に
な
る
人
に
対
し
、

日
本
年
金
機
構
よ
り
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
書
類
が
届
い
た

人
は
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
読

み
、
ハ
ガ
キ（
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
請
求
書
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
、
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

支
給
要
件
　
▽
65
歳
以
上
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
者
▽
同
一
世
帯

の
全
員
が
市
民
税
非
課
税
▽
前
年

の
年
金
と
そ
の
他
の
所
得
の
合
計

が
88
万
１
２
０
０
円
以
下

給
付
額
　
保
険
料
納
付
済
期
間
な

ど
に
応
じ
て
算
出

障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
・

遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

支
給
要
件
　
▽
障
害
基
礎
年
金
ま

た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
▽

前
年
所
得
が
４
７
２
万
１
０
０
０

円
以
下（
扶
養
親
族
数
に
応
じ
て

増
額
）

給
付
額
　
▽
障
害
等
級
２
級
の
人

お
よ
び
遺
族
で
あ
る
人
＝
月
額
５

０
３
０
円
▽
障
害
等
級
１
級
の
人
＝

月
額
６
２
８
８
円

そ
の
他
　
ハ
ガ
キ（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）に
記
載
し

て
い
る
期
限
ま
で
に
日
本
年
金
機

構
に
届
く
よ
う
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。支
給
要
件
を
満
た
す
場
合
、

２
年
目
以
降
の
手
続
き
は
原
則
不

要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
険

年
金
課（
☎
㊵
２
２
５
９
）・
高

崎
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７
・
３

２
２
・
４
２
９
９
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
一
部
公
費
負
担

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
全
身
症
状

が
強
く
、
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
重

症
化
し
や
す
い
感
染
症
で
す
。
特

に
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
死
亡
率
が

高
く
な
り
ま
す
。
感
染
や
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
に
は
事
前
に
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
公
費
負
担
し
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
人
は
実
施
期
間
内
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
期
間
　
10
月
１
日
㈮
〜

12
月
31
日
㈮（
各
医
療
機
関
の
休

診
日
は
除
く
）

実
施
医
療
機
関
　
左
記
表
１
の
と

お
り

対
象
　
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
▽
接
種
日
当
日

に
65
歳
以
上
▽
60
〜
64
歳
で
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能
障
害

が
あ
り
、
予
診
票
の
裏
面
の
項
目

に
該
当
す
る

自
己
負
担
額
　
１
２
０
０
円

事
前
連
絡
が
必
要
な
人
　
▽
生
活

保
護
世
帯
の
人（
自
己
負
担
免
除

者
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
）▽
県

外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す

る
人
▽
市
の
予
診
票
が
必
要
な
人

そ
の
他
　
▽
一
部
公
費
負
担
で
接

種
で
き
る
回
数
は
１
回
で
す
▽
市

内
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
各

医
療
機
関
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
▽
市
外（
県
内
）の
医
療
機

関
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
接

種
が
可
能
か
ど
う
か
を
医
療
機
関

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
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健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募
　集

ス
ポ
ー
ツ

広報ふじおか　令和３年９月15日号5

「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の先進的な施策を紹介します。

問い合わせ　企 画 課（☎�2424）
子ども課（☎�2268）
森 林 課（☎�2316）

　藤岡市では、「産前産後サポート事業」を実
施し、出産を控えている妊婦と産後の母親
が出産や育児についての情報交換を行うた
めの交流の場を設けています。また、産後
２週間の「産婦健診」を取り入れることで、
産後の母体の回復状況の診察や産後うつの
早期発見・早期支援に努めています。
　これらに加え、新生児を対象に助産師や
保健師が訪問することで母子の心身のケア

トップクラスの出産・子育て環境

と育児サポートを行うなど、妊娠期から子育
て期にわたる切れ目ない支援を実施していま
す。出産・子育てに不安があるという人でも、
ぜひ安心してこれらの制度を活用ください！
　また、今年度から藤岡市独自の取り組みと
して、市産材を
使用した積み木
を股関節検診の
対象者へ贈呈す
る「木育推進事業」�
を新たに実施し
ています。

県内屈指！

藤岡市のこと

医療機関 電話番号
あいおいクリニック � 8811
アイリス診療所 � 2542
秋山医院 � 8315
飯田整形外科医院 � 5770
飯塚クリニック � 7700
石川医院 � 2535
石渕皮膚科クリニック � 4012
くすの木病院 � 3111
栗原胃腸科外科医院 � 2299
小山医院 ⑳ 1200
斎藤医院 � 0765
さわだ医院 � 1888
篠塚病院 � 9261
しののめクリニック � 8851
島田クリニック � 0005
しろやしき内科 � 8320
すぎやまメディカルクリニック ⑳ 1666

医療機関 電話番号
田原内科クリニック � 2552
戸塚クリニック ⑳ 1800
中島整形外科クリニック � 1777
中田医院 � 0385
根岸産婦人科小児科医院 � 1111
原内科クリニック � 2255
光病院 � 1234
深沢内科医院 � 6555
藤岡外科内科クリニック � 1356
藤岡こどもクリニック � 0024
星野医院 � 0116
松山耳鼻咽喉科気管食道科医院 � 3387
薬師寺整形外科クリニック ⑳ 1555
やまうち内科 � 5792
山崎外科医院 � 1331
よしだ内科クリニック � 8958
鬼石病院 � 3121
藤岡総合病院 � 3311

もっと知りたい！もっと知りたい！

表１　高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

日
先
着
６
人
）

収
集
品
目
　
家
具
・
自
転
車
な
ど

収
集
制
限
　
各
家
庭
４
点
以
内

料
金
　
１
㎏
当
た
り
33
円（
消
費

税
込
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月

22
日
㈬
か
ら
電
話
で
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
８
３
０
５
）へ

職
業
訓
練
説
明
会

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
職
業
訓
練

に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
毎
月

職
業
訓
練
説
明
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
支
給
要
件
を
満
た

せ
ば
、
月
10
万
円
の
生
活
支
援
の

給
付
金
を
受
け
な
が
ら
無
料
の
職

業
訓
練
が
受
講
で
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
29
日
㈮
・
11
月
26
日

㈮
・
12
月
27
日
㈪
午
後
２
時
30
分
〜

３
時
30
分

会
場
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤
岡

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤

岡（
☎
�
８
６
０
９
）

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

個
人
と
事
業
者
の
労
働
条
件
な
ど

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル（
個
別
的
労

使
紛
争
）解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。
経
験
豊
か
な
あ
っ
せ

ん
員
が
両
者
の
間
に
立
っ
て
、
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
ま

す
。

　
相
談
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル

で
お
困
り
の
人
は
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る

労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事
業
主

対
象
事
案
　
解
雇
・
雇
い
止
め
・

配
置
転
換
・
懲
戒
処
分
・
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
の
労
働
に
関
す
る
紛
争

費
用
　
無
料

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
　
県
労

働
委
員
会
事
務
局（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
７
８
３
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
。

発
売
期
間
　
９
月
22
日
㈬
〜
10
月

22
日
㈮

抽
せ
ん
日
　
10
月
29
日
㈮

当
せ
ん
金
　
▽
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
＝
最
高
５
億
円（
前

後
賞
含
む
）▽
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
＝
最
高
５
０
０
０
万
円

（
前
後
賞
含
む
）

地
域
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
会

日
時
　
10
月
25
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
　
藤
岡
公
民
館

内
容
　
地
域
に
お
け
る
見
守
り
の

必
要
性
や
高
齢
者
の
特
性
と
見
守

り
の
ポ
イ
ン
ト
、
気
に
な
る
人
が

い
た
と
き
の
対
応
な
ど
。
研
修
終

了
後
に
は「
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」と
し
て
登
録
い
た
だ
き
、

普
段
の
生
活
の
中
で
さ
り
げ
な
い

見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す

対
象
　
地
域
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人

定
員
　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
参
加
者
に
は
修
了
証
と

サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ

ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
10
月

20
日
㈬
ま
で
に
市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
㉒
５
６
４
７
）へ

そ
の
他

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

　
令
和
４
・
５
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請（
定
期
申
請
）を
受

け
付
け
ま
す
。

申
請
の
種
類
・
期
間
　
▽
物
品
・

役
務
＝
10
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮
▽

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
＝
12
月

1
日
㈬
〜
21
日
㈫
▽
建
設
工
事=

令
和
４
年
１
月
５
日
㈬
〜
28
日
㈮

登
録
有
効
期
間
　
４
年
４
月
１
日
〜

６
年
３
月
31
日

申
請
方
法
　「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
手
順

に
沿
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
入
札

情
報
」の
ペ
ー
ジ
か
ら
も「
ぐ
ん

ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す

そ
の
他
　
小
規
模
契
約
希
望
者
登

録
制
度
の
更
新
手
続
き
は
、
４
年

２
月
ご
ろ
に
案
内
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
契
約

検
査
課（
☎
㊵
２
２
２
３
）

土
地
区
画
整
理
審
議
会

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

日
時
　
９
月
30
日
㈭
〜
10
月
13
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

会
場
　
市
役
所
中
庁
舎

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
市
役

所
日
直
室
で
行
い
ま
す

異
議
の
申
し
出
　
選
挙
人
名
簿
に

異
議
の
あ
る
人
は
縦
覧
期
間
内
に

文
書
で
市
長
に
申
し
出
る
こ
と
が

で
き
ま
す

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
区
画
整

理
課（
☎
㊵
２
３
５
６
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
窓
口
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
申
請

の
人
向
け
に
、
申
請
書
ま
た
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
申
請
サ
ポ
ー
ト

と
無
料
の
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
申

請
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
取
得
を
希
望
す
る
人
は
総
務

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
28
日
㈫
ま
で
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
午
後
０
時
〜
午
後
１
時
を

除
く
）

　
※
申
請
手
続
き
は
１
人
当
た
り

１
時
間
以
内
の
対
応
の
た
め
、
最

終
予
約
時
間
は
午
後
４
時
と
な
り

ま
す

会
場
　
市
役
所
市
民
相
談
室

持
っ
て
く
る
物
　
▽
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
な
ど
）▽
２
次

元
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
▽
通

知
カ
ー
ド（
所
持
し
て
い
る
場
合
）

▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
所
持

し
て
い
る
場
合
）

　
※
詳
細
は
予
約
時
に
確
認
し
ま
す

そ
の
他
　
必
ず
申
請
を
希
望
す
る

本
人
が
来
て
く
だ
さ
い
。
申
請
者

が
15
歳
未
満
の
場
合
は
、
必
ず
本

人
と
法
定
代
理
人
が
来
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
▽
申
請
の
予
約
に

つ
い
て
＝
総
務
課（
☎
㊵
２
２
２

１
）▽
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て
＝

市
民
課（
☎
㊵
２
２
５
６
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
し
込
み
期
間
の
延
長

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
で
チ
ャ
ー
ジ
や
買
い
物
を
し
た

際
に
利
用
金
額
の
25
％（
上
限
５

０
０
０
円
分
）の
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

し
込
み
期
間
が
令
和
３
年
９
月
末

か
ら
12
月
末
に
延
長
に
な
り
ま
し

た
。

　
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
は
、
早
め
の
受
け
取

り
と
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
▽
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
に
つ
い
て
＝
市
民
課（
☎
㊵
２

２
５
６
）▽
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
に
つ
い
て
＝
総
務
課（
☎
㊵
２

２
２
１
）

粗
大
ご
み
有
料
回
収

収
集
日　
10
月
４
日
・
11
日
・
18

日
・
25
日
の
月
曜
日
の
午
後（
各

　愛の献血にご協力ください。

日時　10月８日㈮午前９時30分～
11時30分、午後０時45分～３時
30分
会場　市保健センター
献血方法　200ml献血・400ml献血
対象　献血に協力できる人
　※体重、貧血の有無などの基準
があり当日医師が判定します
その他　200ml献血は必要数が確
保されれば受付終了
申し込み　当日会場へ
問い合わせ　健康づくり課（☎㊵
2808）

市民献血

問い合わせ問い合わせ　地域安全課（☎　地域安全課（☎㊵㊵2245）2245）

９月21日㈫～９月30日㈭

▶▶子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
　横断歩道などでは歩行者が優先であることを再
認識し、横断しようとする歩行者などがいるとき
は、運転者は必ず停車して進路を譲りましょう。
　子どもは道路を横断するとき、手を上げるな
どして運転者に対して横断する意思を明確に伝
え、左右の安全確認を行い横断しましょう。
　高齢者は信号機や横断歩道のある場所を横断
し、左右の安全を確認しながら横断しましょう。
▶▶夕暮れ時と夜間の事故防止と歩行者などの保夕暮れ時と夜間の事故防止と歩行者などの保
護など安全運転意識の向上護など安全運転意識の向上
　日没時間が早まることから、運転者は早めに　日没時間が早まることから、運転者は早めに
ライトを点灯しましょう。ライトを点灯しましょう。
　歩行者は、夕暮れ時や夜間の外出には、明る　歩行者は、夕暮れ時や夜間の外出には、明る
い服装で反射材を着用しましょう。い服装で反射材を着用しましょう。

「自転車も　「自転車も　

　　止まってよく見て　　止まってよく見て

　　　　　　　　　交差点」　　　　　　　　　交差点」

秋の全国交通安全運動の実施秋の全国交通安全運動の実施

▶自転車の安全確保と交通ルール遵守の徹底▶自転車の安全確保と交通ルール遵守の徹底
　自転車利用者は、群馬県交通安全条例に基づ　自転車利用者は、群馬県交通安全条例に基づ
き、自転車保険に加入するとともに、乗車用ヘき、自転車保険に加入するとともに、乗車用ヘ
ルメットの着用に努めましょう。ルメットの着用に努めましょう。
▶飲▶飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶酒運転等の悪質・危険な運転の根絶
　運転者は、飲酒運転の危険性や違法性を認識　運転者は、飲酒運転の危険性や違法性を認識
し、「飲酒運転を絶対にしない・させない」といし、「飲酒運転を絶対にしない・させない」とい
う強い意志を持ちましょう。う強い意志を持ちましょう。

年間スローガン



人権を考

広報ふじおか　令和３年９月15日号広報ふじおか　令和３年９月15日号9 8

不
良
の
訴
え
が
多
い
、
周
囲
と
の

交
流
を
避
け
が
ち
に
な
る
、
落
ち

着
き
が
な
い
、
飲
酒
量
が
増
え
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら

　
身
近
な
人
の
様
子
が
い
つ
も
と

違
う
と
感
じ
た
ら
、「
ど
う
し
た

の
？
」「
眠
れ
て
い
る
？
」
な
ど

と
声
を
掛
け
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
ら
、
早
め
に
相
談

機
関
に
つ
な
ぎ
、
そ
の
後
も
見
守

り
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

○
こ
こ
ろ
の
体
温
計
＝
現
在
の
こ

こ
ろ
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

相
談
窓
口　
福
祉
課
（
☎
�
２
３

８
４
、藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所（
☎

�
１
４
２
０
、
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
・
２
６
３
・

１
１
５
６
）

こ
の
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
状
態
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

そ
の
「
権
利
」
や
「
財
産
」
を
守

る
制
度
で
す
。
知
的
障
が
い
や
精

神
障
が
い
の
あ
る
人
も
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
適
用
さ
れ
る
と
後
見
人

や
保
佐
人
、
補
助
人
が
本
人
に
代

わ
り
財
産
管
理
や
生
活
に
関
わ
る

契
約
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
全
国
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
28
年
の
成
年
後
見
制

度
利
用
者
数
は
20
万
３
５
５
１
人

で
し
た
が
、
令
和
２
年
に
は
23
万

２
２
８
７
人
と
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
高
齢
化
社
会
で
は
、
認
知

症
高
齢
者
の
増
加
や
単
独
世
帯
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
高
齢

者
の
権
利
擁
護
の
必
要
性
は
さ
ら

に
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
誰
も
が
高
齢
者
の
人
権
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
保
ち
、
共
に
支
え
合
う
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
す
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

絶
的
な
対
応
、
そ
の
他
高
齢
者
に

著
し
い
心
理
的
外
傷
を
加
え
る
行

動
を
行
う
こ
と

〇
性
的
虐
待
＝
高
齢
者
に
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
ま
た
は
高

齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ

る
こ
と

〇
経
済
的
虐
待
＝
養
護
者
ま
た
は

高
齢
者
の
親
族
が
当
該
高
齢
者
の

財
産
を
不
当
に
処
分
す
る
こ
と
、

そ
の
他
こ
れ
ら
の
高
齢
者
か
ら
不

当
に
財
産
上
の
利
益
を
得
る
こ
と

　
高
齢
者
へ
の
虐
待
は
決
し
て
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

身
の
回
り
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と

で
す
。
そ
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
介
護
の
負
担
や
ス
ト
レ
ス

か
ら
虐
待
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
高
齢

者
の
虐
待
は
、当
事
者
の
経
済
的・

精
神
的
依
存
、
世
代
間
・
家
族
間

の
確
執
、
そ
し
て
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
な
い
社
会
的
孤
立
な
ど
の

要
因
に
よ
り
、
表
面
化
さ
れ
に
く

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
人
権
を
守
る
た
め
に

　
こ
れ
ら
の
虐
待
か
ら
高
齢
者
の

人
権
を
守
る
手
段
の
一
つ
と
し
て

「
成
年
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
課（
☎
�
２
３
８
４
）

談
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
話
を

聞
い
て
力
に
な
っ
て
く
れ
る
人
は

必
ず
い
ま
す
。

　
話
す
こ
と
だ
け
で
、
こ
こ
ろ
が

軽
く
な
っ
た
り
、
自
分
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
自
分

の
状
態
を
整
理
し
解
決
方
法
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン

　
ス
ト
レ
ス
が
強
過
ぎ
た
り
、
抑

う
つ
状
態
が
長
く
続
い
た
り
す
る

と
、
自
分
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
感
じ
る
症
状
と
し
て

は
、
憂ゆ
う

鬱う
つ
、
気
分
が
落
ち
込
む
、

何
に
も
興
味
が
持
て
な
い
、
何
を

す
る
に
も
お
っ
く
う
、
物
事
を
悪

い
方
へ
考
え
る
、
よ
く
眠
れ
な
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
周
囲
が
分
か
る
変
化
と
し
て
は
、

表
情
が
暗
く
元
気
が
な
い
、
体
調

　
９
月
は
群
馬
県
自
殺
予
防
月
間

で
す
。

　

年
間
、
全
国
で
は
約
２
万
人
、

県
内
で
は
３
５
０
人
前
後
、
本
市

に
お
い
て
も
10
～
20
人
の
尊
い
命

が
自
殺
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
自
殺
の
背
景
に
は
、健
康
問
題
、

経
済
・
生
活
問
題
、
家
庭
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、
そ

れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会

で
は
、
誰
も
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を

損
な
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
不
安
や
悩
み
が
あ
る
の
に
「
恥

ず
か
し
い
」「
迷
惑
を
掛
け
た
く

な
い
」「
誰
も
分
か
っ
て
く
れ
な

い
」
な
ど
と
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

相
談
し
ま
し
ょ
う

　
こ
こ
ろ
の
不
調
を
感
じ
た
と
き

は
、
身
近
な
人
や
専
門
機
関
に
相 ひ

と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

　
急
速
に
高
齢
化
が
進
展
し
て
い

る
中
、
高
齢
者
に
関
わ
る
人
権
問

題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
の
虐
待
と
要
因

　
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す
る
虐

待
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
の
虐

待
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
高

齢
者
虐
待
防
止
法
）」
に
よ
り
、

具
体
的
な
防
止
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、「
高

齢
者
」
と
は
「
65
歳
以
上
の
者
」

と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
養
護
者
お

よ
び
養
介
護
施
設
従
事
者
な
ど
に

よ
る
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
次
の
よ

う
な
行
為
と
し
て
い
ま
す
。

〇
身
体
的
虐
待
＝
高
齢
者
の
身
体

に
外
傷
が
生
じ
、
ま
た
は
生
じ
る

恐
れ
の
あ
る
暴
力
を
加
え
る
こ
と

〇
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
＝

高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著

し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、
養

護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待

行
為
の
放
置
な
ど
、
養
護
を
著
し

く
怠
る
こ
と

〇
心
理
的
虐
待
＝
高
齢
者
に
対
す

る
著
し
い
暴
言
ま
た
は
著
し
く
拒

問い合わせ　生涯学習課（☎�6888）
　　　　　　介護高齢課（☎�2287）

～高齢者の人権～

10月の休日当番医 診療時間は午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
　※当番医は変更になる場合があります。連絡の上受診してください

日 医療機関 産婦人科 歯科

３日㈰ 篠 塚 病 院
篠 塚・ ☎ �9261

しろやしき内科
芦田町・☎�8320

すぎやまメディカルクリニック
下大塚・☎⑳1666

かねた歯科医院
高崎市吉井町・☎027・387・8691

10日㈰ 光　　病　　院
本郷・☎�1234

秋 山 医 院
小 林・ ☎ �8315

光 病 院
本 郷・ ☎ �1234

河 内 歯 科 医 院
宮本町・☎�0100

17日㈰ 鬼 石 病 院
鬼 石・ ☎ �3121

根岸産婦人科小児科医院
中栗須・☎�1111

中 田 医 院
宮本町・☎�0385

中栗須歯科診療所
中栗須・☎�8624

24日㈰ くすの木病院
旭町・☎�3111

あいおいクリニック
芦田町・☎�8811

ふじおか歯科クリニック
中栗須・☎�4182

31日㈰ 飯塚クリニック
下戸塚・☎�7700

藤岡こどもクリニック
小 林・ ☎ �0024

山 崎 外 科 医 院
芦田町・☎�1331

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎�3311

近 藤 歯 科 医 院
上戸塚・☎�8264

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します

新型コロナウイルス感染症からあなたと身近な人の命を守りましょう
３つの密を避けましょう　 ▽換気の悪い密閉空間 ▽多数が集まる密集場所 ▽間近で会話する密接場面
　※手洗い、うがい、咳

せき

エチケット、室内の換気、免疫力を高める十分な睡眠や健康管理も重要です
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０
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作品に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を明記し〒375-
8601（住所不要）市役所秘書課広報広聴係「文芸の里」応募係まで

日常生活に関する悩み事、困り事の相談を
無料で受けます。相談員は各分野の専門家
で、秘密は厳守します。

ったときの無料相談困
10月の日程

人口

男……………31,268人（-24）
女……………32,524人（-37）
計……………63,792人（-61）
世帯数……27,700世帯（+18）

令和３年９月１日現在
（）内は前月比

納税

固定資産税…３期
国民健康保険税…３期
介護保険料…３期
後期高齢者医療保険料…３期

期日：９月30日

火災 救急

数字は令和３年１月からの累計（概数）です。

消したはず　そう思わずに再確認

火災・救急
令和３年８月31日現在

（）内は前年比

交通事故
令和３年８月31日現在

（）内は前年比

人身
事故

物損
事故

715件
（-17）

秋の全国交通安全運動が実施されます！
期間　９月21日㈫～９月30日㈭

数字は令和３年１月からの累計（概数）です。

14件
（-5）

1,981件
（+37）

189件
（+43）

相談 期日 時間 会場 申し込み 問い合わせ

法律相談
１日㈮
７日㈭
15日㈮
19日㈫

午後
１時～４時
19日は午後３
時まで

市役所市民相談室
19日は市民相談室・
第６会議室

１日は９月21日㈫、
７日は９月27日㈪、
15日・19日は10月
５日㈫から

地域づくり課
（☎�2211）行政相談

13日㈬
20日㈬
21日㈭

午後
２時～４時

市役所市民相談室
21日は鬼石公民館 当日会場へ

人権相談 ８日㈮
22日㈮

午後
１時～３時 市役所市民相談室 当日会場へ

不動産相談 20日㈬ 午後
１時30分～３時 市役所第６会議室 事前に予約が必要です

心配ごと相談 13日㈬
27日㈬

午後
１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ

市社会福祉協議会
（☎�5647）結婚相談 ２日㈯

21日㈭
午後
１時～４時 総合学習センター北棟

印鑑とスナップ写真
（Ｌ版）を持って、
当日会場へ

相続・遺言相談 19日㈫ 午後
１時～３時30分 総合学習センター北棟 事前に予約が必要です

青少年相談 毎週
土・日曜日

午後
１時～４時

青少年センター
（市教育庁舎内）

電話でも面接でも
受け付けます

青少年センター
（☎�4150）

教育相談 毎週
月・水・木曜日

午前９時～
午後４時

教育研究所
（市教育庁舎内）

電話でも面接でも
受け付けます

教育研究所
（☎�9801）

家庭児童相談 毎週
月～金曜日

午前９時～
午後４時 市保健センター 電話で子ども課へ 子ども課

（☎�2268）

浜
辺
か
ら
人
影
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え
て
夏
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る�
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義
久
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い
咲
い
て
る
ほ
た
る
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節
子
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ぐ
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ね
む
っ
て
う
ご
か
な
い�

富
岡
く
る
み

名
月
や
今
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我
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の
一
人
酒�

新
井　
武
夫

雨
あ
が
り
つ
ば
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と
と
ん
ぼ
お
に
ご
っ
こ�

井
上　
莉
那

か
き
氷
ま
ぜ
る
と
と
ろ
り
お
い
し
い
な�

大
理　
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美

（
小
学
生
）

敬
称
省
略

（
小
学
生
）

（
小
学
生
）
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